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がん情報サービス
• 書き下ろし情報

–既存のコンテンツを利用

–がん対策情報センターによる作成物

–新たに作成

• 収集データによるデータベース

–既存のデータを収集

–調査により収集
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がん情報サービス－収集データ
• 既存のデータを収集

– 統計

– エビデンスデータベース

– 臨床試験を探す

• 調査により収集

– パスデータベース

– 病院を探す

• がん診療連携拠点病院＝推薦書・現況報告書

• 緩和ケア病棟がある病院＝独自調査
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がん情報サービス－最近の更新

• 「がんと仕事のＱ＆Ａ」掲載（H25/10）
• 「もしも、がんと言われたら」掲載（H25/9）
• 「もしも、がんが再発したら」掲載（H25/8）
• 「がんの臨床試験を探す」掲載（H25/3）
• 「各種がんの情報タブ化」（H23/10）
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病院を探す－最近の更新

機能

• 研修修了者が対応するリンパ浮腫外来のあ
る医療機関を探す（H25/12）

• 対応状況から探す(H25/11)
• 専門医療職から探す（H24/8)
• 地域のがん情報（H24/8）
画面

・トップページ更新（H25/11)
・院内がん登録情報の追加（H25/3) 7
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がん対策情報センターシステムの更改

• がん対策情報センター開設（H18/10）
• 新がん情報サービス稼働（H19/4）
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今年は、システム稼働後6年半経ち、シ
ステム更改が開始されている。

 がん情報サービス更改
 病院を探す更改



病院を探すの更新

• 拠点病院現況報告書：毎年提出

• 現況報告書データにより病院を探すを構築

• 追加が必要と考える項目について、厚労省に
提案し現況報告に追加：拠点病院からのメッ
セージ、相談支援センター写真など

• 今年度は、拠点病院の指定要件の変更が行
われており、現況報告書の内容検討が遅れ
ている。
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まだ、間に合う



ホームページによる情報提供の評価
• サイトの使いやすさ：情報へ到達しやすさ

わかりやすい構造・カテゴリー分け

わかりやすい検索機能

• ページの使いやすさ：読みやすさ

画面の見やすさ（レイアウト）

ナビゲーション

適切なページのボリューム

• コンテンツ

知りたい情報

文面のわかりやすさ

図表による補足 19

忌憚ないご意見を


